








要約:代謝異常及びクレチン症スクリーニングの精度管理について,1991年1年間の実態を

調査した。見逃し数は代謝異常で 6 件,クレチン症では 0 件(1990 年 2 月より全くなし)で

あった。精度管理測定結果の記入の際に,誤りを繰り返しておかす施設が一部にみられた。

クレチン症スクリーニングの外部委託がまだ約 20%と多くみられ,診断及び治療開始を早

めるためにも自己の施設での測定が望ましい。TSH カットオフ値についてのアンケート調

査の結果,ELISA のある一社のキットを使用している施設で再検率が高くなっていた。 


